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会
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今
年
の
冬
は
、
降
雪
量
も
少
な
く
過
ご
し
や
す
い
日
々
が
続

き
、
い
つ
も
よ
り
早
く
春
が
訪
れ
ま
し
た
。 

畑
の
雪
も
平
年
よ
り
早
く
解
け
ま
し
た
が
、
４
月
は
気
温
が
上

が
ら
ず
、
雨
量
も
多
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
本
格
的
な
農
作
業
は
、

Ｇ
Ｗ
明
け
と
な
り
ま
し
た
。
５
月
中
旬
か
ら
の
好
天
に
よ
り
、
農

家
の
皆
さ
ん
も
順
調
に
農
作
業
に
取
り
掛
か
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

さ
て
、
本
年
４
月
よ
り
農
業
委
員
会
法
が
改
正
さ
れ
、
次
回
か

ら
農
業
委
員
の
選
出
方
法
の
変
更
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り

ま
す
が
、
農
家
に
と
っ
て
一
番
の
気
が
か
り
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加

の
行
方
は
、
次
回
の
特
別
国
会
以
降
で
の
審
議
と
な
り
ま
し
た
。 

農
家
の
皆
さ
ん
は
、
安
心
し
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
作
物
づ

く
り
に
日
々
努
め
て
お
り
、
生
産
性
、
品
質
の
向
上
に
努
力
し
た

生
産
者
が
報
わ
れ
る
仕
組
み
を
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
係
ら
ず
国

が
ど
う
支
援
す
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

農
業
委
員
会
は
、
農
地
と
農
家
を
守
る
た
め
の
組
織
で
す
の

で
、
食
糧
生
産
の
現
場
を
守
る
こ
と
は
農
作
物
の
安
全
安
心
供
給

に
繋
が
り
、
結
果
と
し
て
消
費
者
を
守
る
こ
と
に
も
繋
が
り
ま

す
。
今
後
も
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
倶
知

安
町
に
お
け
る
農
業
振
興
の
た
め
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

   

倶知安 

農業委員会だより 

No25 平成２８年７月１日 
 
＜発行者＞ 

倶知安町農業委員会（第 22 期委員） 

倶知安町北１条東３丁目 3 番地 

電話 0136-56-8017 
FAX  0136-23-2044 
mail  noui@town.kutchan.lg.jp 

 

 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業委員の選任について(抜粋) 

  農業委員の公選制は廃止され、市町村長の選任制に変更される。市町村長は、

「農業に関する識見を有し、農地等の利用の最適化の推進等に関しその職務を適

切に行うことができる者」のうちから議会の同意を得て農業委員を任命する。 

市町村長が農業委員を任命するに当たって、次の３つの要件が設けられた。 

一つ目が、①認定農業者である個人 ②認定農業者である法人の業務を執行す

る役員または省令で定める使用人－が農業委員の過半数を占めるようにしなけ

ればならない。二つ目は、「農業委員会の所属に属する事項に関して利害関係を

有しない者」が１人以上含まれるようにしなければならない。学識経験者として、

地域の農業事情に詳しい者が求められている。 

三つ目として、女性や青年など意欲ある人材を農業委員に積極的に登用するた

めの措置として、「委員の年齢、性別などに著しい偏りが生じないように配慮し

なければならない」との配慮規定が設けられた。 

市町村長は農業委員の任命に当たって、次の手続きをとることが想定される。 

①市町村長は事前に農業者や農業者が組織する団体その他関係者に対し、候補

者の推薦を求めるとともに、農業委員になろうとする者を募集しなければなら

ない。 

②市町村長は推薦を受けた者や募集に応募した者に関する情報を整理して公表

しなければならない。 

③市町村長は農業委員を任命するにあたり、推選・募集の結果を尊重しなけれ

ばならない。 

  

 

農地利用調整会議の２班の取組について 

２班は３名の農業委員で構成され、寒別・八幡を中心としたエリア 

の農地を主に所管しており、現況証明及び利用調整の申込みがあれ 

ば、日程調整を行い基本的に全員参加のもと活動しております。 

２班の班長は２期目になり、責任の重さを感じながら班の会議を 

取り進めておりますが、２６年８月からこの５月までに３件の現地 

調査と７件の利用調整会議を行っております。 

 いずれの案件の農地は、高齢化や後継者不足などによるものが原因 

でしたが、全案件とも地域農業者の理解の下、無事出し手と受け手の 

方の調整を終えることができました。 

今後、益々高齢化や後継者不足が原因による農地が出てくる状況と 

なり、体力や後継者のいる受け手や法人化された経営体に、農地が託 

されることになると推察されますが、出し手の方や受け手の方、さら 

に農家の皆さんから信頼されるよう班の活動に取組んで参りたいと考 

えておりますので、農家の皆さんのご協力をお願いすると共に豊穣の 

秋を迎えられるようご祈念いたします。 

農
業
振
興
委
員 

林 

哲 

也 (

二
班
長)

 

字
寒
別
二
五
三 



営
農
・生
活
に
役
立
つ
農
業
総
合
専
門
誌 

 

全
国
農
業
新
聞
購
読
の
お
す
す
め 

農
政
の
動
き
や
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
が
満
載
で
す
。 

家
族
で
楽
し
め
る
記
事
も
充
実
し
て
い
ま
す
。 

申
し
込
み
は
、
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、 

お
気
軽
に
お
問
合
せ
下
さ
い
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購読料 月額 700円 

発 行 毎週１回(金曜日発行) 

申込は 農業委員会事務局 

電 話 0136-56-8017まで 

３班の活動状況について 

３班の活動状況を報告いたしたいと思います。 

３班は３名の農業委員で構成され、担当地域は羊蹄山の裾野に 

広がる尻別川より南東部の豊岡・巽地域を主とした地域になり、農 

作物は馬鈴薯を中心した畑作・稲作及び酪農が盛んなエリアとなり 

ます。 

農地等利用調整会議は改選時より４回ほど開催しておりますが、 

会議の進行等不慣れな事も多い中、判断の迷うこともありますが、 

他の委員の助言をいただきながら取り進めております。 

今後は、高齢化や後継者不足が原因により、手放すしかない農地 

が全町的に出てくる状況もあるとは思いますが、担当する地域は、 

他の班と違って利用調整会議も少なく、比較的安定した地域となっ 

ておりますので、今後もこの状態が続くことを願っております。 

今後の班の活動ですが、今までと同様に農家の皆さんから信頼さ 

れるよう、他の委員と共に取組んで参りたいと考えておりますので、 

農家の皆さんや関係者の皆さんのご協力をお願いいたします。 

農
業
振
興
委
員 

小 

泉 

尚 

史 (

三
班
長) 

字
豊
岡
一
三
八 

〈 

共
済
組
合
推
薦 
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農業委員会活動報告   

（平成２８年１月～２８年６月） 
1 月 14日   北海道農業会議臨時総会 

2 月 19日  農地等利用調整会議（２班） 

2 月 26日  第１回農業委員会総会 

3 月 ４日  ブロック別農地業務研修会 

3 月 ７日  農地等利用調整会議（２班） 
 

3月 ８日  北海道農業会議第 80回総会及び後志地方

農業委員会連合会第３回役員会 

3 月 10日  農地等利用調整会議（１班） 

3 月 18日  農地等利用調整会議（３班） 

3 月 22日  後志地方農業委員会連合会第４回役員会 

3 月 28日  第２回農業委員会総会 

3 月 29日  後志地方農業委員会連合会職員部会研修会 

3 月 31日  後志地方農業委員会連合会第５回役員会 
 
4 月 ７日  農地等利用調整会議（２班） 
 

4月 ８日  平成 28年度山麓地区農業委員会協議会通 

常総会並びに研修会 
 

4月 12日  平成 28年度後志地方農業委員会連合会通

常総会並びに地区別農業委員会会長・事

務局長研修会 

4 月 26日  第３回農業委員会総会 

5 月 25日～26日 

      平成 28年度全国農業委員会会長大会・北

海道選出国会議員要請活動 

5 月 30日  第４回農業委員会総会 

6 月 3 日/6日 現地調査(４班) 

6 月 21日  北海道農業会議第 81回総会 

6 月 28日  第５回農業委員会総会 

 
 
 
 
 
 

編 

集 

後 

記 

今
年
は
、
積
雪
が
少
な
っ
た
割
に
は
融
雪
が
遅

れ
、
な
か
な
か
地
温
も
上
が
ら
ず
、
少
々
ヤ
キ
モ
キ

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
５
月
中
旬
か
ら
は
好
天
が
続

き
、
ほ
ぼ
平
年
並
み
に
作
付
け
が
進
め
ら
れ
、
「
ま

ず
は
順
調
な
滑
り
出
し
」、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し

ょ
う
か
。 

た
だ
、
今
年
は
季
節
外
れ
の
寒
さ
、
暑
さ
と
い
っ

た
日
が
多
い
の
が
、
気
が
か
り
な
と
こ
ろ
で
す
。 

 

４
月
に
は
、
熊
本
・
大
分
両
県
で
大
地
震
が
起
き
、

特
に
熊
本
県
に
お
い
て
は
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。 

こ
こ
２０
年
の
間
に
、
震
度
７
ク
ラ
ス
の
大
き
な

震
災
が
４
回
と
い
う
頻
度
は
、
経
済
活
動
に
多
大
な

影
響
を
及
ぼ
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
被
災
さ
れ
た

方
々
に
止
ま
ら
ず
、
日
本
人
と
し
て
の
心
の
中
に
、

多
く
の
色
々
な
想
い
を
突
き
付
け
ら
れ
た
よ
う
に

感
じ
て
い
ま
す
。 

景
気
低
迷
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
、
天
変
地
異
等
々
、
挙

げ
れ
ば
き
り
が
な
い
不
安
は
付
き
ま
と
い
ま
す
が
、

農
業
が
で
き
て
、
平
穏
な
生
活
が
送
れ
る
こ
と
を
喜

び
と
し
な
が
ら
豊
作
を
願
う
、
そ
ん
な
自
分
も
年
な

の
か
な
、
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。 

 
 
 
 
 

  

第
二
十
二
期
広
報
編
集
委
員 

内
田
や
よ
い 

三
木 

繁
勝 

村
元 

 

剛 

高
田 

玲
子 

倶知安町の農業情報 

農業は、倶知安町の基幹産業の代表で

す。倶知安町で生産された作物は、町内は

もとより道内や本州各地で消費されてい

ます。 

 北海道は日本の食料基地であり、倶知安

町もその一翼を担っています。 

 倶知安町の農業の直近情報をお知らせ

します。 

◎ 農業人口（H28.3 月末 現在） 

  男 285 人 女 220 人 計 505 人 209 戸 

◎ 農地面積（H28.3 月末 現在） 

 田 1,305ha 、畑 3,290a  計 4,595ha 

◎ 主な作物の作付面積・飼育数   

（H28ＪＡようてい調 単位 ha） 

・馬 鈴 薯  １，０８６ ha 

 ・ビ ー ト     ４６０ ha 

 ・小  麦        ４４２ ha 

 ・小  豆     ５５１ ha 

 ・大  豆     ３８５ ha 

 ・うるち米    １９０ ha 

 ・も ち 米          ５８ ha 

  ・玉 ね ぎ       ３６ ha 

  ・かぼちゃ       １５ ha 

 ・にんじん       ３７ ha 

 ・そ ば    １９２ ha 

 ・乳 牛     ８０９ 頭 

 ・肉 牛      ９３ 頭 

 ・   鶏    ３１,２３２ 羽 

【この他にも、色々な野菜が作られています】 

 

 

【村
元 

 

剛
】 

 


